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議題１



１ 趣旨
○三重県においては、 2025年に⾼齢化率（65歳以上の割合）が３割を

超えると推計（国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所）されています。また、
平均寿命は、この10年で、男性は1.7歳延び80.8歳に、⼥性は1.1歳延び
87.0歳になっており、多くの⽅が100歳まで⽣きる超⻑寿社会の到来が
予想される中、⾼齢期※１の⻑い時間をどのように⽣きていくのかが重要
なテーマになっています。

○⾼齢期をいかに過ごすか、地域貢献、趣味、仕事など、さまざま選択肢
がある中で、収⼊を得ながら仕事に従事する、いわゆる「働く」という
ことについては、希望する⾼齢者の誰もが選択できる環境が⼗分に整っ
ていないという実態があります。

○三重県では、働く意欲のある⾼齢者がいきいきと働くことができる社会
をめざし取組を進めていくことが今後、⼀層重要になってくると考えて
おり、そのために県としてどのように取り組むべきか、ご意⾒をいただ
きたいと思います。

※1）本資料における⾼齢者は65歳以上とし、⾼齢期は65歳以降の期間
※2）⾼齢者の⽅が働く意欲を持つことができ、働く意欲のある⾼齢者の⽅が⾃らの意思で働き続け

ることができるとともに、⾼齢者にとっても多様な働き⽅が⽤意されていて、働きたいと思う
⾼齢者の希望がかなう社会

※2
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８ ⾼齢者の労働参加における課題〜我が国の特徴〜

◇内閣府では、⾼齢者が労働参加しやすい社会の構築に向けた課題について、
北欧諸国の取組との⽐較において、我が国における特徴的な点として、次
の３つを挙げています。

①⾼齢者の労働時間を柔軟化するような取組の弱さ

②希望する⾼齢者が積極的に研修に参加できるような取組の遅れ

③就労促進を妨げないような制度の導⼊の遅れ

◇その上で、上記の点を踏まえ、⾼齢者の就労意欲を⾼めるよう労働環境を
改め、⾼齢者がやりがいをもって職場で積極的な役割を果たせるような取
組を不断に続けていく必要があるとしています。

◇我が国と北欧諸国は、例えば、国⺠負担率の違いなどにより社会保障の財
源が⼤きく異なることから、単純に⽐較することは適当ではありませんが、
以上の３つの特徴的な点については、働く意欲のある⾼齢者が働くことが
できる社会をめざし取組を進める上で、⼀定の⽰唆を与えてくれるものと
考えます。

出典：⽇本経済2015-2016－⽇本経済の潜在⼒の発揮に向けて－（内閣府）
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17 ⾼齢者が働くことと移動⼿段
◇⾼齢者の労働参加に向けた環境整備として、特に地⽅においては、移動⼿段の確

保が今後⼀層重要となってきます。

○今後、さらなる⾼齢者の増加が⾒込まれる中、運転に不安を持つ⾼齢者が、⾃家
⽤⾞に依存しなくても⽣活できる環境の整備は、極めて重要な課題となっている。

【⾼齢者の移動⼿段の確保に関する検討会 中間とりまとめ（国⼟交通省
H29.3）】

○⾼齢者が多くなると、加齢に伴う⾝体機能の低下等により⾃家⽤⾞の利⽤をやめる
⼈も出てくるため、⽣活のための移動⼿段の確保が必要とされている。
【三重県総合交通ビジョン（H27.3）】

○三重県内の交通⼈⾝事故発⽣件数が減少している中、第⼀当事者が原付以上の
事故に占める⾼齢者の割合は、平成19年から平成28年までの10年間で、約1.4倍
に増加している。

【⾼齢運転者の交通事故発⽣状況（三重県警察調べ）】



○コミュニティ内を⾃由に安全に移動できる「移動⽀援IRT」
例：⾏動範囲を広げるために、運転環境をセンシング・提⽰し、認知・判

断・操作を容易にして事故を軽減させるモバイルモビリティ技術

○労働や介護・介助の負担を軽減する「労働⽀援IRT」
例：⾝体への負担を軽減するために、⽇常⽣活における労働・作業を補助

したり、⼈間の介助を⽀援したりするロボット技術

○⾝に付けて感覚・コミュニケーションを⽀援する「ウェアラブルICT」
例：コミュニケーション能⼒を補強するために、健常な⾝体機能を活⽤し

て衰えた視・聴覚及び発話の機能を⽀援するウェアラブル技術

○通信・放送における情報の獲得や発信を容易にする「インフラICT」
例：獲得した技術や知恵を伝承するために、忘れかけた知識や経験を引き

出し、それらを再現・提⽰することを助けるネットワーク技術

18 ⾼齢者を豊かにする科学・技術・システム

－１８－

◇⾼齢者が働きやすくなるような⽀援技術等の開発が進んでいます。

出典：戦略的イノベーション創出推進プログラム「⾼齢社会を豊かにする科学・技術・システムの創成」
（国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構）




